
                     議 案 第 ７ ３ 号     

 

 

損 害 賠 償 請 求 事 件 に 係 る 和 解 に つ い て  

 

 

 神 戸 地 方 裁 判 所 令 和 ６ 年 （ ワ ） 第 １ ４ ５ ７ 号 損 害 賠 償 請 求 事 件 に

つ い て ， 別 記 の と お り 和 解 を 成 立 さ せ る 。 よ っ て ， 地 方 自 治 法 （ 昭

和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ９ ６ 条 第 １ 項 第 １ ２ 号 の 規 定 に よ り ， 議

会 の 議 決 を 求 め る 。  

 

 

 

 

 

   令 和 ７ 年 ９ 月 １ ８ 日 提 出  

 

 

               伊 丹 市 長  中  田   慎  也     

議73



記                                        

１  当 事 者  

 原 告     

 

 被 告  伊 丹 市 千 僧 １ 丁 目 １ 番 地    

伊 丹 市 （ 代 表 者  市 長  中 田  慎 也 ）      

２  和 解 案  

 ⑴  被 告 は ， 原 告 に 対 し ， 平 成 ２ ９ 年 ６ 月 か ら 令 和 ５ 年 ７ 月 分 ま  

  で の 障 害 者 加 算 相 当 額 と し て ， １ ３ １ 万 ２ ， ８ ６ ０ 円 の 支 払 い  

  義 務 が あ る こ と を 認 め る 。  

 ⑵  被 告 は ， 原 告 に 対 し ， 前 号 の 金 員 を ， 令 和 ７ 年 １ １ 月 ２ ５ 日  

  限 り ， 原 告 が 指 定 す る 預 金 口 座 に 振 り 込 む 方 法 に よ り 支 払 う 。  

  た だ し ， 振 込 手 数 料 は 被 告 の 負 担 と す る 。  

⑶  原 告 は ， そ の 余 の 請 求 を 放 棄 す る 。  

⑷  原 告 及 び 被 告 は ， 原 告 と 被 告 と の 間 に は ， 本 件 に 関 し ， 本 和  

 解 条 項 に 定 め る も の の ほ か ， 何 ら の 債 権 債 務 が な い こ と を 相 互  

 に 確 認 す る 。  

⑸  訴 訟 費 用 は ， 各 自 の 負 担 と す る 。  
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 （ 参  考 ）  

事 件 の 概 要  

生 活 保 護 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 １ ４ ４ 号 ） に よ る 保 護 を 受 け て い

る 原 告 は ， そ の 保 護 の 期 間 中 に 障 害 等 級 を ２ 級 と す る 精 神 障 害 者 保

健 福 祉 手 帳 の 交 付 を 受 け た に も か か わ ら ず ， 平 成 ２ ９ 年 ４ 月 分 か ら

令 和 ５ 年 ７ 月 分 ま で の 障 害 者 加 算 金 が 支 給 さ れ な か っ た こ と が 違 法

で あ る と し て ， 令 和 ６ 年 １ ０ 月 ， 本 市 を 被 告 と し て ， 国 家 賠 償 法 （  

昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 １ ２ ５ 号 ） 第 １ 条 第 １ 項 に 基 づ き ， 障 害 者 加 算 相

当 額 ， 遅 延 損 害 金 ， 慰 謝 料 及 び 弁 護 士 費 用 の 支 払 い を 求 め る 訴 え を

提 起 し た 。  

本 市 は ， 当 該 訴 え に つ い て 容 認 で き な い と し て 係 争 中 で あ っ た が ，

令 和 ７ 年 ８ 月 ， 裁 判 所 よ り ， 前 記 第 ２ 項 の 和 解 案 の と お り ， 和 解 す

る よ う に 勧 告 を 受 け た 。  

議73-3＊


